
Bona Pacific Filler®

データなし。

液体。

24 Hour Emergency Number: call CHEMTREC: US - 1-800-424-9300, International -
1-703-527-3887

安全データシート

GHS製品識別名

化学物質を特定する他の方法

製品タイプ

緊急連絡電話番号（受付時間）

項目1. 特定
：

：

：

：

供給者を特定する情報 ： BonaKemi USA, Inc. (dba Bona US)
24 Inverness Place E. Suite #100
Englewood, CO  80112
(303) 371-1411

Bona Pacific Filler®

 推奨用途及び使用上の制限

該当せず。

製品コード ： データなし。

項目2. 危険有害性の要約

分類されていない｡物質または混合物の分類 ：

注意喚起語 ： 注意喚起語なし。

危険有害性情報 ： 重大な作用や危険有害性は知られていない｡

 注意書き

安全対策 ： 該当せず。

応急措置 ： 該当せず。

保管 ： 該当せず。

廃棄 ： 該当せず。

 GHS ラベル要素

OSHA/HCS 許認可 ： While this material is not considered hazardous by the OSHA Hazard Communication 
Standard (29 CFR 1910.1200), this SDS contains valuable information critical to the safe 
handling and proper use of the product. This SDS should be retained and available for 
employees and other users of this product.

その他の危険有害性クラス ： 認知済みのものは無し。

項目3. 組成及び成分情報

本製品の成分の中には、現在の知識の範囲および該当する濃度において、このセクションで報告が義務づけられている健康または環境に
対して有害危険性であると分類される成分は含まれていません。

化学物質を特定する他の方法 ： データなし。

化学物質／混合物 ：

暴露限界がある場合､セクション８に記載されている。

混合物

範囲で示されている濃度は、秘密保持のため、又はバッチによる変動によるものである。

発行日/改訂版の日付 : 2020年4月1日 前作成日 : 前もって確認されていない バージョン : 1 1/9



Bona Pacific Filler®

水で口を洗浄する。  空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。  物質を飲み
込んだ場合、被災者の意識があれば少量の水を飲ませる。  医師の指示がない限り、吐かせてはなら
ない。  症状が現れたら､医師の診断を受ける。

すぐに多量の水で、時々上下のまぶたを持ち上げながら眼をすすぐ。  コンタクトレンズの有無を確認
し､着用している場合にははずす｡  炎症が生じた場合､医師の診察を受ける。

多量の水で､汚染された皮膚を洗浄する｡  汚染された衣服および靴を脱がせる。  症状が現れたら､
医師の診断を受ける。

空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。  症状が現れたら､医師の診断を受
ける。

項目4. 応急措置

眼に入った場合

皮膚に付着した場合

吸入した場合

飲み込んだ場合 ：

：

：

：

応急措置をする者の保護 ： 人的リスクを伴うような行動、または適切な訓練を受けていない行動は行ってはならない。

医師に対する特別な注意事項 ： 症状に対応した対処療法を行うこと｡  大量に摂取あるいは吸引した場合は、直ちに毒物治療の専
門医に連絡する。

 必要な応急処置の説明

特定の治療法 : 特定の治療法はない｡

 最も重要な急性および遅発性の症状/影響

吸入した場合 : 重大な作用や危険有害性は知られていない｡

重大な作用や危険有害性は知られていない｡:飲み込んだ場合

皮膚に付着した場合 : 重大な作用や危険有害性は知られていない｡

重大な作用や危険有害性は知られていない｡:眼に入った場合

 過剰暴露の徴候/症状

皮膚に付着した場合

飲み込んだ場合

吸入した場合 特にデータは無い。

特にデータは無い。

特にデータは無い。

:

:

:

眼に入った場合 : 特にデータは無い。

 起こりうる急性毒性

有害性情報を参照（セクション１１）

 必要に応じた速やかな医師の手当てと必要とされる特別な処置の指示

項目5. 火災時の措置

火災が発生したら、すみやかに火災現場から人員を退避させ現場を隔離する。  人的リスクを伴うよう
な行動、または適切な訓練を受けていない行動は行ってはならない。

有害な熱分解生成物

火災時の措置に関する特有の危
険有害性

分解生成物には以下の物質が含まれることがある：
二酸化炭素
一酸化炭素
金属酸化物

火災の際や加熱された場合、圧力の上昇が起こり容器が破裂することがある。

消火を行う者は適切な保護器具と、陽圧モードで動作するフルフェース部分を備えた自給式の呼吸
器具を装着しなければならない。

消火を行う者の保護

火災に応じた消火剤を使用する｡

 消火剤

:

:

:

認知済みのものは無し。

消火剤 :

不適切な消火剤 :

消防士用の特別な防具と予防措
置

:
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Bona Pacific Filler®

項目6. 漏出時の措置

環境に対する注意事項

 人体に対する注意事項，保護具及び緊急時措置

危険性がなければ､漏れを止める｡  漏出区域から容器を移動する。  下水溝、水路、地下室または
密閉された場所への侵入を防止する。  漏出物を廃水処理施設に洗い流すか、または以下の指示
に従う。  本製品がこぼれたら、砂、土、ﾊﾞｰﾐｷｭﾗｲﾄ、珪藻土等の非可燃性の吸収剤でこぼれを封じ
込めた後、容器に集め、現地法に基づき廃棄する（セクション１３を参照）。  許可を受けた廃棄物処
理業者に依頼して処分する。  注意： 接触時の情報はセクション１を､廃棄処理はセクション１３を参
照して下さい｡

:

: 人的リスクを伴うような行動、または適切な訓練を受けていない行動は行ってはならない。  周辺地域
の人々を避難させる。  関係者以外ならびに保護用具を着用していない作業員の入室を禁じる｡  漏
出した物質に触れたり､その上を歩いたりしてはならない｡  適切な個人保護装置を着用する。

漏出した物質や流去水の拡散、および土壌、水路、排水溝下水道との接触を回避する。  製品が
環境汚染（排水、水路、土壌または大気）を起したときは、関係する行政当局に報告する。

大量流出 :

危険性がなければ､漏れを止める｡  漏出区域から容器を移動する。  水溶性なら水で希釈してぬぐ
い取る。  あるいは、または水に不溶性の場合、乾燥した不活性吸収剤に吸着させ、適切な廃棄物
処理容器に入れる。  許可を受けた廃棄物処理業者に依頼して処分する。

少量流出 :

 封じ込め及び浄化の方法及び機材

緊急時要員以外の人員用

緊急時の責任者用 : 流出分の取り扱いに専用衣類が必要な場合には、適切および不適切な物質に関するセクション8に
記載の情報に注意しなければならない。  「緊急時要員以外の人員用」の情報も参照。

項目7. 取扱い及び保管上の注意

一般的な職業衛生に関する助
言

あらゆる配合禁忌を含む、安全な
保管条件

本物質の取扱い、保管、作業を行う場所での 飲食および喫煙は厳禁。  作業者は飲食、喫煙の前
に手を洗うこと。  飲食区域に入る前に汚染した衣類と保護具を脱ぐこと。  同様にセクション8の衛生
措置に関する追加情報も参照。

現地の法規制に従って保管する。  元の容器に入れ、換気の良い乾燥した冷所で直射日光を避け、
混合禁止物質（セクション10を参照）および飲食物から離して保管する。  使用直前まで､容器は固く
閉め封印して保管する｡  いったん開けた容器は入念に再密閉し、漏出を防ぐため直立させて保管す
る。  ラベルのない容器に保管してはならない。  環境汚染を避けるために適切な容器を使用する。
非相溶性材料については取扱いまたは使用の前にセクション10を参照のこと。

:

:

保護措置 適切な個人保護具を使用すること（セクション８を参照）。:

 安全に取扱うための注意事項

なし。

項目8. ばく露防止及び保護措置

リスク評価によって必要とされるときは、液体の飛まつ、ミスト、ガスあるいは塵埃への暴露をさけるた
め、承認された基準に合格した安全眼鏡を着用する。  接触の可能性がある場合、評価によってより
高次の保護が指摘されている場合を除いて次の保護具を着用しなければならない：  側方シールド付
の保護眼鏡。

保護眼鏡/保護面 :

環境暴露管理 : 換気装置および作業工程装置からの排出物を検査し、環境保護の法律規制の要件に適合してい
ることを確認しなければならない。  場合によっては排出物を許容レベル以下に下げるために煙霧清浄
機やフィルター、あるいは行程装置の技術的改良が必要になることもある。

適切な技術的管理 : 全体換気装置は作業者が暴露される空中浮遊物質濃度の管理に十分なものを使用する｡

化学製品の取り扱い後は、食事、喫煙、およびトイレの使用前、さらに作業時間の最後に、両手、
両腕の肘から手首までの部分、また顔を充分に洗う。  汚染された可能性のある衣類を取り除く際に
は､適切な技術を用いる｡  汚染された衣類は､再着用の前に洗濯する｡  作業場所の近くに洗眼スタ
ンドと安全シャワーが設置されていることを確認する。

衛生対策 ：

 許容濃度

 個人の保護措置

 曝露限界

 皮膚の保護
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Bona Pacific Filler®

項目8. ばく露防止及び保護措置
手の保護具

危険性と暴露の可能性に基づき、適切な基準または認証を満たすマスクを選択すること。  マスクは、
呼吸保護プログラムに従って使用し、適切な付け心地、トレーニング、および使用上のその他の側面
を確実にすること。

リスク評価によって必要とされるときは、化学製品の取り扱いの際、承認された基準に合格した耐化
学品性で不浸透性の手袋を常に着用する。

呼吸用保護具 :

:

身体保護具 作業者の身体保護衣は、行う作業の内容および関連するリスクに基づいて選択しなければならず、さ
らにこの製品を取り扱う前に専門家の承認を受けなければならない。

:

その他の皮膚保護具 : この製品を取り扱う前に、行う作業とそれに付随するリスクに基づき適切な履物および何らかの追加的
な皮膚保護具を選択し、専門家の認可を受けなければならない。

項目9. 物理的及び化学的性質

物理的状態

融点

蒸気圧

比重

蒸気密度

溶解度

液体。

データなし。

1,6

データなし。

データなし。

データなし。

穏やか。臭い

pH

多様な色

蒸発速度 データなし。

自然発火温度

引火点

該当せず。

データなし。

該当せず。

該当せず。

粘度 データなし。

該当せず。臭いのしきい

n-オクタノール／水分配係数

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

:

 外観

沸点 : データなし。

燃焼性（固体，気体） : 該当せず。

爆発（燃焼）限界の上限および下
限

: 該当せず。

分解温度 : 該当せず。

水への溶解度 : データなし。

流出時間（ISO 2431） : データなし。

項目10. 安定性及び反応性

危険有害な分解生成物

避けるべき条件 特にデータは無い。

通常の保管及び使用条件下では、危険な分解生成物は生成されない。

製品は安定である。化学的安定性

特にデータは無い。

:

:

:

混触危険物質 :

危険有害反応可能性 : 通常の貯蔵および使用条件下では、有害な反応は起こらない。

反応性 : この製品またはその成分に関しては、反応性に関する利用可能な具体的試験データはない。
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Bona Pacific Filler®

項目11. 有害性情報

 急性毒性

データなし。

 発がん性

データなし。

 変異原性

データなし。

 催奇形性

データなし。

 生殖毒性

データなし。

 刺激性/腐食性

データなし。

 感作

データなし。

可能性のある暴露経路についての
情報

吸入した場合 : 重大な作用や危険有害性は知られていない｡

重大な作用や危険有害性は知られていない｡:飲み込んだ場合

皮膚に付着した場合 : 重大な作用や危険有害性は知られていない｡

重大な作用や危険有害性は知られていない｡:眼に入った場合

 物理的・化学的および毒物学的な特性に関連する症状

皮膚に付着した場合

飲み込んだ場合

吸入した場合 特にデータは無い。

特にデータは無い。

特にデータは無い。

:

:

:

眼に入った場合 : 特にデータは無い。

 遅発性および即時性の影響ならびに短期および長期の暴露による慢性的な影響

 特定標的臓器／全身毒性（単回暴露）

 特定標的臓器／全身毒性（反復暴露）

データなし。

データなし。

 呼吸に対する危険有害性

データなし。

 毒物学的作用に関する情報

: データなし。

 起こりうる急性毒性

潜在的な即時性作用 : データなし。

 短期暴露

潜在的な遅発性作用 : データなし。

潜在的な即時性作用 : データなし。

 長期暴露

潜在的な遅発性作用 : データなし。
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項目11. 有害性情報

データなし。

重大な作用や危険有害性は知られていない｡概要 :

重大な作用や危険有害性は知られていない｡発がん性 :

重大な作用や危険有害性は知られていない｡変異原性 :

重大な作用や危険有害性は知られていない｡催奇形性 :

発育への影響 : 重大な作用や危険有害性は知られていない｡

生殖能力に対する影響 : 重大な作用や危険有害性は知られていない｡

 健康への慢性効果の可能性

 毒性の数値化

データなし。

 急性毒性の推定

項目12. 環境影響情報

 生体蓄積性

その他の悪影響 : 重大な作用や危険有害性は知られていない｡

データなし。

 毒性

データなし。

 残留性・分解性

土壌/水分配係数(KOC) : データなし。

 土壌中の移動性

データなし。

項目13. 廃棄上の注意
廃棄物の発生は避けるか、あるいは可能な限り少なくする必要がある。  この製品、製品の溶液およ
びあらゆる副生成物の処分は、常に環境保護および廃棄物処理に関する法律の定める要求事項、
および現地法の定める要求事項に従わなければならない。  余剰またはリサイクルできない製品は許
可を受けた廃棄物処理業者に依頼して処理する。  管轄当局の要件に完全に準拠しない限り、廃
棄物を無処理で下水道に流してはならない。  不要な包装材料は再利用しなければならない。  焼
却または埋め立ては、再利用が不可能な場合にのみ検討すべきである。  この材料およびその容器は
安全な方法で廃棄しなければならない。  空の容器や中袋に製品が残留している可能性がある。
漏出した物質や流去水の拡散、および土壌、水路、排水溝下水道との接触を回避する。

：廃棄方法

項目14. 輸送上の注意

- - -

規定なし｡規定なし｡ 規定なし｡

DOT分類 IMDG IATA

国連番号

品名（国連輸送
名）

TDG分類

規定なし｡

-

ADR/RID

規定なし｡

-

メキシコの分類

規定なし｡

-
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項目14. 輸送上の注意
-

-

-

-

-

-

- - -

国連分類（輸送に
おける危険有害性
クラス）

容器等級

追加情報

環境有害性

使用者のための特別な予防措置

MARPOL条約の附属書IIおよび
IBCコードによるばら積み運搬

該当せず。 該当せず。 該当せず。

使用者の施設内での輸送: 直立型の安定した容器に入れて輸送する。本製品の輸送者が事故や
漏出の際の対処法を理解していることを確認する。

： データなし。

:

-

-

該当せず。

-

-

-

該当せず。

-

-

-

該当せず。

-

項目15. 適用法令
米国連邦規定

以下の成分が記載されている： CALCIUM CARBONATE; MARBLE DUST

水浄化法 (CWA) 311： アンモニア水; ｶｾｲｿ-ﾀﾞｽｲｻﾝｶﾅﾄﾘｳﾑ

マサチューセッツ州

：

：

 カリフォルニア州案65

Clean Air Act  Section 112(b)
Hazardous Air Pollutants 
(HAPs)

： 該当

Clean Air Act Section 602 
Class I Substances

： 非該当

Clean Air Act Section 602 
Class II Substances

： 非該当

DEA List I Chemicals 
(Precursor Chemicals)

： 非該当

DEA List II Chemicals 
(Essential Chemicals)

： 非該当

ニューヨーク州 ： 記載された成分なし。

ニュージャージー州 ： 以下の成分が記載されている： PROPYLENE GLYCOL; 1,2-PROPANEDIOL; CALCIUM 
CARBONATE; LIMESTONE

ペンシルベニア州 ： 以下の成分が記載されている： 1,2-PROPANEDIOL; LIMESTONE

 州政府規定

TSCA 8(a) CDR Exempt/Partial exemption： 未確定

米国インベントリー(TSCA 8b)（有害物質規制法　8ｂ）： 全ての成分は表示されているかあるいは免
除されている。

 SARA 302/304

SARA 304 RQ ： 該当せず。

製品が見つかりません｡

 組成及び成分情報

 SARA 311/312

分類 ： 該当せず。

製品が見つかりません｡

 組成及び成分情報
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Bona Pacific Filler®

項目15. 適用法令
This product does not require a Safe Harbor warning under California Prop. 65.

 国際規格

 化学兵器禁止条約リストスケジュールI、II、IIIの化学物質

 モントリオール議定書（付属文書A、B、C、E）

非該当｡

 残留性有機汚染物質に関するストックホルム条約

非該当｡

 事前通報承認制度（PIC）に関するロッテルダム条約

非該当｡

非該当｡

 POPおよび重金属に関するUNECEオルフス（Aarhus）議定書

非該当｡

 国際リスト

 国別目録

オーストラリア : 未確定。

カナダ : 全ての成分は表示されているかあるいは免除されている。

中国 : 未確定。

ヨーロッパ : 未確定。

日本 : 日本インベントリー(ENCS)（既存及び新規化学物質）： 未確定。
日本インベントリー((ISHL)： 未確定。

大韓民国 : 未確定。

マレーシア : 未確定

ニュージーランド : 未確定。

フィリピン : 未確定。

台湾 : 未確定。

トルコ : 未確定。

項目16. その他の情報
 有害危険性物質情報システム (米国)

0

0

0

 

0
0

2

 米国防火協会 (米国)

保健

特殊

不安定性/反応性

引火性

保健

引火性

身体的危険性

Caution: HMIS® ratings are based on a 0-4 rating scale, with 0 representing minimal hazards or risks, and 4 representing 
significant hazards or risks. Although HMIS® ratings and the associated label are not required on SDSs or products leaving 
a facility under 29 CFR 1910.1200, the preparer may choose to provide them. HMIS® ratings are to be used with a fully 
implemented HMIS® program. HMIS® is a registered trademark and service mark of the American Coatings Association, Inc.

The customer is responsible for determining the PPE code for this material. For more information on HMIS® Personal 
Protective Equipment (PPE) codes, consult the HMIS® Implementation Manual.
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Bona Pacific Filler®

項目16. その他の情報

2021-04-12

 履歴

印刷日

発行日/改訂版の日付

バージョン

我々の知る限りにおいて、ここに記載した情報は正確です。しかしながら、上記の供給業者あるいはその子会社のいずれも、ここに記載し
た情報の正確さあるいは完全性に関していかなる責任も負うものではありません。製品の適合性については、ご使用各位の責任において
決定してください。全ての物質は未知の危険有害性を含んでいる可能性があるため、取り扱いには細心の注意が必要です。ここには特定
の危険有害性が記載されていますが、これらが存在する唯一の危険有害性であることが保証されているものではありません。

 注意事項

前作成日

:

:

:

:

 

前バージョンから変更された情報を指摘する。

参照 : データなし。

略語の解説 : ATE = 急性毒性推定値
BCF = 生物濃縮係数
GHS = 化学品の分類および表示に関する世界調和システム
IATA = 国際航空輸送協会
IBC = 中型運搬容器
IMDG = 国際海上危険物
LogPow = オクタノール/水の分配係数の対数
MARPOL = 海洋汚染防止条約、1973年の船舶による汚染の防止のための国際条約に関する
1978年の議定書。（"Marpol" = 海洋汚染）
UN= 国際連合

2020年4月1日

前もって確認されていない

1

Reprinted with permission from NFPA 704-2001, Identification of the Hazards of Materials for Emergency Response 
Copyright ©1997, National Fire Protection Association, Quincy, MA 02269. This reprinted material is not the complete and 
official position of the National Fire Protection Association, on the referenced subject which is represented only by the 
standard in its entirety.

Copyright ©2001, National Fire Protection Association, Quincy, MA 02269. This warning system is intended to be 
interpreted and applied only by properly trained individuals to identify fire, health and reactivity hazards of chemicals. The 
user is referred to certain limited number of chemicals with recommended classifications in NFPA 49 and NFPA 325, which 
would be used as a guideline only. Whether the chemicals are classified by NFPA or not, anyone using the 704 systems to 
classify chemicals does so at their own risk.

 分類を行うために使用する手順

分類 正当化

分類されていない｡
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